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登録リスト（該当：176件）
  ≪  1  2  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 観光地としての塩田地域]	観光地としての塩田地域	　無言館のそばにある山王山公園にあった看板。
　私は今回初めて塩田地域を歩いてみたが、かなり多くの標識や看板があり、道順を調べずとも観光施設などの目的地まで容易に向かうことができた。看板は方向と距離のみがわかるようなシンプルなものだが、英語の表記やイラストもあって外国人観光客にも配慮がなされていた。このような看板の設置は、塩田平が日本遺産に指定されたことで外国人観光客の増加が予想されるためと考えられる。
　塩田地域は観光資源や遺産、文化芸術施設が多く存在するが、それらは目立たない場所にあったりそれぞれの距離が遠かったりして、個人で車を利用せずに巡るには少し不便だった。だがこのような観光客向けの看板の設置は、塩田平を初めて訪れた私のような人の不安を解消させてくれる良い存在であり	2022-11-30
	2	[image: 別所線のれいんどりーむ号]	別所線のれいんどりーむ号	　別所線の車両についてです。
別所線は側面に丸窓を持つ丸窓電車が走っていたこで知られ、丸窓は路線を象徴する特徴になっています。
平成17年2月には丸窓ラッピング電車の愛称が募集され、全国から250通の応募をもらいました。選考した結果、多くの人に夢を与えながら、ずっと走り続けて欲しいという思いからまるまどりーむ号になり上田駅で命名式が行われました。
　現在では、信州上田日本遺産のラッピングがされたれいんどりーむ号も運用されている様子を見ることが出来ます。上田市の日本遺産のデザインとして、塩田平の歴史・文化の一つである雨乞いの儀式にちなんだ、塩田平に進む龍が表現されています。鉄道に親しみが持ちやすい愛称を募集したり、地域にちなんだデザインがされたりしている様子から地域住民に密着した鉄道だ	2022-11-29
	3	[image: 常田館製糸場外観]	常田館製糸場外観	左から、五階鉄筋繭倉庫・三階繭倉庫・五階繭倉庫。

三つの建物は、国指定重要文化財です。

木造の繭倉庫は国内随一の規模であり、鉄筋コンクリートの繭倉庫も当時の技術・知恵が残るものとして、貴重な遺産であるとされているそうです。

年間通して、均一な生糸の生産には「湿度・温度・風通し・乾燥・保管管理」など、大切なことがたくさんあるようです。これを管理しやすくする工夫が、建物の構造にあるのだと思いました。	2022-11-29
	4	[image: 美ヶ原高原]	美ヶ原高原	上田市の有名な観光地である美ヶ原高原。あまり蚕都と関係の無いように思えるこの地域では、お正月に三九郎と呼ばれる行事(一般的に言うどんど焼き)にて、繭玉と呼ばれる、蚕の繭の形に似せたお餅を焼いて食べる習慣があるそうです。上田地域では広い範囲で、蚕都と関係のある遺産や文化が残っていることが分かりました。	2022-11-28
	5	[image: 旧宣教師館]	旧宣教師館	下之郷に位置するこの建物は、明治後期にカナダから来日した宣教師達のために建設されました。明治期は上田が蚕都として急速に発展していた時期でもあり、当時の発展の一部でもあると考えることができます。今では明治期の本格的な西洋建築を残す貴重な建物であると同時に、当時の上田が蚕都として栄えていた事が伺える遺産の一つでもあるように感じました。	2022-11-28
	6	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	上田市の蚕都としての歴史を示す、重要な遺産である常田館製糸場です。国の重要指定文化財にも指定されており、明治から大正にかけて建設された15棟もの建物が現在も保存されています。平日だということもあり、観光客らしき姿はほとんど見られませんでした。蚕都としての歴史を伝えていく為にも、より多くの人に訪れてもらえるようなＰＲが必要だと感じました。	2022-11-28
	7	[image: 笠原工業常田館製糸場]	笠原工業常田館製糸場	笠原工業に残る製糸工場の遺産は、「蚕都」とうたわれた上田地域の製糸工場に関連する倉庫群や建造物が、セットとして残っていることにその価値が集約されています。製糸場道構では、この常田館は民営で、イタリー式製糸を行っており、日本の近代製糸業を語り対比する上で欠かすことのできない遺産です。繭倉庫は、南乾燥機が発達した時代の倉庫までの変選が歴然と残り、学術的にも貴重な近代化道産として指定されました。	2022-11-25
	8	[image: みすゞ飴店舗]	みすゞ飴店舗	土蔵は明治27年に建てられた繭蔵です。上田駅から出荷される蚕の繭を一時的に集積されるために建てられました。当時多くあった繭蔵は、やがて蚕業の衰えと共に壊されてしまいました。蚕都だった当時の上田を伝える貴重な産業遺産として今も大切に保存されています。	2022-11-24
	9	[image: 常田館製糸場見学2]	常田館製糸場見学2	常田館製糸場の外観です。
製糸場は蚕の繭から生糸を作る工場であり、繭を乾燥させ保管する工程、繭を出庫し、煮て柔らかくする工程、繰糸機械を使って糸とりする工程などが行われているそうです。
4棟残る繭倉庫は、初期の多窓式多層倉庫から繭乾燥機が発達した時代の倉庫までの変遷が歴然と残り、学術的にも貴重な近代文化遺産として指定されています。	2022-11-24
	10	[image: モアイ像]	モアイ像	なぜか上田にはモアイ像がいっぱいいる気が。
町中の居酒屋さん？の前でモアイを発見。
上田東高校前のファミマにもモアイが！
調べてみたら上田だけじゃなくて長野県的にたくさんいるみたいでした。
なぜなのかを調べたかったのですが理由については不明です。世界遺産になっているイースター島のモアイ像の設立理由も謎のままのようなのでちょっと似ているなと思いました。	2022-11-13
	11	[image: みすゞ飴本舗]	みすゞ飴本舗	明治27年に上田倉庫株式会社の蚕繭集積倉庫として建築され、蚕繭出荷の前線基地として活躍した繭倉の一つです。
蚕都上田が盛んだった当時は数十棟の繭倉が上田駅前に軒を連ねていましたが、終戦後は生糸関連産業が急速に衰退し、昭和30年代から40年代前半にかけて次々と取り壊されていきました。
昭和45年、飯島商店（現在のみすゞ飴本舗）が諏訪倉庫から2棟の繭倉を購入し、現在も飯島商店事務棟・作業棟であるとともに、当時の蚕都上田について知ることができる貴重な産業遺産になっています。	2022-11-13
	12	[image: 高山祭　【秋の八幡祭】]	高山祭　【秋の八幡祭】	2022/10/09

世界無形文化遺産「秋の高山祭」。
たまたま岐阜に行く用事があり
もしかして！
と思い調べて見ると高山祭の日と同じであったため向かった。

諏訪大社の御柱祭といい天神祭といい自分は祭りに縁があるなぁと思う。

高山祭は日本各地から大勢の人々が来ていた。
人が多く屋台が見えない人のためYouTubeでライブ配信も行われていた。しかし、高山祭を見に来ている人は年齢層も高くライブ配信が見れないという人も中には居た。

私は運良く見ることができた。
からくり奉納には非常に感動した。
春の山王祭も是非いきたい。	2022-11-05
	13	[image: 旧横田家住宅について]	旧横田家住宅について	旧横田家住宅は1800年代前半から中頃にかけて建築されたとされる武家屋敷です。横田家は、幕末から明治・大正・昭和にかけて最高裁判長や鉄道大臣等多くの秀才を生んだ家です。明治時代には世界遺産の富岡製糸場へ伝習工女として働き、製糸場の様子を記した有名な「富岡日記」を書いた横田英がここで育ちました。	2022-10-29
	14	[image: 安楽寺本殿]	安楽寺本殿	天長年間(824〜834)の創立と言われている。
曹洞宗の寺院
当時の国宝、重要文化財など、多くの鎌倉時代の文化遺産を貯蔵する、信州最古の貴重な禅寺となっている。
真田太平記では、真田幸村が別所温泉を訪れた際の常宿（隠れ宿）として、そして草のものの隠れ家として記されている。	2022-10-23
	15	[image: 【2022/11/3開催】「民間で始まる蚕糸業ものがたり」開催のお知らせ]	【2022/11/3開催】「民間で始まる蚕糸業ものがたり」開催のお知らせ	　小諸市で蚕糸業について学ぶ「民間で始まる蚕糸業ものがたり」を開催します。

[第5弾移動企画シリーズ　民間で始まる蚕糸業ものがたり　【紺屋町ものがたり】　共催　紺屋町区公民館]
令和4年度小諸市市民活動促進事業　補助金活用事業
主催:特定非営利法人　糸のまち・こもろプロジェクト
後援:小諸市教育委員会/株式会社コミュニティテレビこもろ

[開催内容]
2022年11月3日(木曜日.祝日.文化の日)
13:00　受付開始
13:10-13:25　プロローグ コピーヌクラブ(バイオリンとピアノによる演奏)
13:30-15:00　講演会「蚕糸業とシルク利用の展望」講師:塚田　益裕氏(元　信州大学繊維学部　特任教授)
15:00-16:00　見学会　紺屋町歴史同好会のご案内　
蚕種蔵跡(大正6年3月設立)
平成30年度【小諸ふるさと遺産】山屋物産株式会社・勝俣浩司氏所有

[会場]
	2022-10-17
	16	[image: 企画展「ご近所さんの近代遺産 原町通り編」]	企画展「ご近所さんの近代遺産 原町通り編」	★池波正太郎 真田太平記館

同館で3/26～6/19の期間、企画展「ご近所さんの近代遺産～原町通りの商店編～」が開催されています。
→企画展

原町の古い写真を柱に、原町の商店とも関連する事物を展示する企画です。森田屋石森呉服店の道具、西澤書店の大正・昭和期の帳簿の束、河合薬局の衝立、「本草綱目」、各商店の色刷り広告などが展示されていました。太平記館の展示は展示会場が狭いということもあり、関連の企画展示を具体的にどのようにキュレートすればよいかのよきお手本でもあります。無理せず、原町商店街の「昔」を手際よく展示構成していました。	2022-06-05
	17	[image: 益子輝之さんが語る上田の近代＠真田太平記館]	益子輝之さんが語る上田の近代＠真田太平記館	6/3(金)午後、池波正太郎真田太平記館で益子輝之さんによる特別講座「近代の上田について」を聴いてきました。

この講座は現在、同館で開催中の展示企画「ご近所さんの近代遺産　原町通りの商店編」(3/26～6/19開催)にちなむ企画です。益子輝之さんにお会いするのも、お話を聴くのも久しぶりです。コロナ禍がそうした機会を妨げていたことは手痛かったですが、徐々に復調の方向には向かうことでしょう。

「近代の上田」というお題でしたが、前段でもある近世（江戸時代）のお話も長く、いつから近代に入るのかな？と思いながら、お話に聴き入ってしまいました。

明治２年に起きた青木騒動にまつわるお話は特に興味深く、神社の変遷、中納言などの位、明治天皇の御巡幸など、次から次へと矢継ぎ早に話は進み、メモしようがないぐらいに	2022-06-05
	18	[image: 姨捨駅と姨捨の棚田]	姨捨駅と姨捨の棚田	標高551mにあるJR東日本の駅『姨捨駅』
日本三大車窓の1つとして知られている。

全国でも珍しい「スイッチバック方式」を採用しており、本当に行ってよかった「鉄道ファンがガチ投票！駅総選挙2022」では、第5位を獲得し話題となった。

ホームからは棚田と善光寺平を見渡すことができ、姨捨夜景ツアーも開催されている。
姨捨の棚田では、「名月の里 おばすて 千曲市棚田貸します制度」で棚田のオーナーになり稲作体験もできる。

2020年６月19日に文化庁から「姨捨の棚田」が日本遺産に認定されたことをきっかけに、2021年12月22日にオープンした千曲市日本遺産センターにも注目。千曲市内の文化財とストーリーなどの資料の展示、歴史の紹介、イタリアン料理も楽しめる。	2022-05-10
	19	[image: 上田市塩田平 塩野神社]	上田市塩田平 塩野神社	塩田平にある塩野神社。ここには龍の彫刻があるのだが、これに関する民話が伝わっている。昔夜に龍が彫刻から抜け出して、御神木に登って悪さをしていた。困った村人が龍の目玉を抜き取ってしまった。抜け出すことはなくなったが、ある時大雨が降り御神木に雷が落ち、根元が焼けてしまった。目玉をえぐらなければ、空に登って収めてくれたのではないか、ここまで酷くならなかったのではないかと村人が後悔したという内容である。
現在この御神木には屋根がかかっている。	2022-05-10
	20	[image: 上田市塩田平 舌喰池]	上田市塩田平 舌喰池	上田市塩田平に存在するため池群のひとつである。西暦700年頃の奈良時代に築造されたと伝わる。雨乞い行事の「百八手」の舞台でもある。
江戸時代に2度の改修工事が行われ、現代に至る。昭和には養鯉産業で栄える。
平成では植生調査の実施から多様な植物が確認され、「舌喰池 憩いの広場」という緑地公園も造成された。東屋もあり、自然環境も豊かであることから、安らげる場所である。

舌喰池は大池とも呼ばれる。舌喰池という名称は、造築の際に水が溜まらず、人柱に選ばれた娘が悲しみから自らの舌を喰い切って池に身を投げた民話に由来する。	2022-05-09
	21	[image: 『朧月夜』と飯山]	『朧月夜』と飯山	飯山の菜の花公園に『朧月夜』の石碑があります。
髙野辰之作詞、岡野貞一作曲。Wikipediaによると『朧月夜』が音楽の教科書に載ったのは、1914年(大正3年)『尋常小学校第六学年』の検定教科書とのこと。高野辰之がこの辺りの菜の花畑の情景をモチーフにしたのではないかと推察されています。

髙野・岡野コンビによる唱歌はいくつもあります。『春が来た』『春の小川』『紅葉』『故郷』。地域や世代を超えて永遠に受け継がれる音楽遺産を私たちに残してくれました。	2022-05-05
	22	[image: イナゴを食べる]	イナゴを食べる	平成 25 年 12 月に、「和食；日本人の伝統的な食文化」がユネスコの無形文化遺産に登録されました。
長野県の伝統的な食文化であるイナゴについてもおいしく食べて楽しく学ぼう！


〈農林水産省も推奨！！イナゴの佃煮の作り方〉

１　いなごは熱湯をかけ、足と羽を取り、よく水洗いし、水切りをする。

２　熱したフライパンにいなごを入れ、弱火で3～5分空煎りする。

3　鍋に砂糖・醤油・酒を入れて煮立て、いなごを入れ、強火で煎り煮する。

4　汁気がなくなる直前に、みりんを入れ照りをだす。

5　汁気がなくなったら火を止めて塩をからめる。（カラっとする）

6　※いなごの足はすり鉢ですりつぶし味噌、砂糖などお好みの味でいなご味噌を作る。

7　※いなごの下処理の別法：いなごをとった布袋のまま、熱湯でゆでた後、	2022-02-15
	23	[image: 忠固無名の謎]	忠固無名の謎	出典：Wikipedia 岩倉使節団https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B2%A9%E5%80%89%E4%BD%BF%E7%AF%80%E5%9B%A3

　では、なぜここまでの功績を上げた人物の名前が知られていないのだろうか。それは、「明治維新を正当化させるためには、幕府が無能でなくてはならなかった」からである。
　私たちはこれまで学校で、外交能力の乏しい幕府が列強に強要されるまま関税自主権がなく、治外法権を認めるような不平等条約を結ばされたと習ってきた。そして、明治維新後の薩長土肥を中心とした新しい国家が、幕府の負の遺産である不平等条約の改正を血のにじむような努力の末に成し遂げたとされてきた。しかし、これは明治政府が明治維新の正当性を国民に信じ込ませるために作り上げた「神話」だった。明治政府は、幕府が無能だったという前提のもとで明治維新というクーデタ	2022-02-13
	24	[image: 舌喰池（したくいけ）]	舌喰池（したくいけ）	舌喰池は塩田の里交流館（とっこ館）の近くに位置するため池であり、手塚自治会によって管理されている。貯水量は13万㎥もある。
耐震のための改修工事や、田園空間整備事業による水辺景観の整備が行われている。また、百八手という千駄焚きを行って雨乞いをする祭りや、舌喰池付近の芝生でコンサートの開催を行うなど、文化遺産やレクリエーションの取り組みを行っている。

舌喰池には悲しい伝説が伝えられているので紹介したいと思う。

昔この池がつくられた頃、土手から水が漏れて十分に水をためることができなかった。そこで池の改修をするに当たり、土手に「人柱」を入れなければ水がたまらないという話が出回った。悩んだ結果くじ引きで決めることになり、美しい娘が人柱に選ばれた。
娘は日夜悲しみに明け暮れたが、人柱に	2022-02-09
	25	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	嘉永5年(1852)諏訪郡平野村（現岡谷市）に生まれた笠原房吉は、開通したばかりの信越線上田駅に近いこの地に、明治33年(1900)「常田館製糸場」を創業した。常田館製糸場は、かつてあった講堂･劇場や病室は失われてしまっているが、近代製糸工場の前途の特徴を示す建物群がまとまって残っているのは県内ではここだけである。国内最高層の木造5階建繭倉庫、大正時代末の鉄筋コンクリート5階建て倉庫群などは製糸技術が発達した時代の先人達の工夫と知恵の足跡が歴然と残り、学術的にも貴重な文化遺産になっている。

「参考文献」
http://www.kasahara.co.jp/kasahara/tokidakan/	2022-02-08
	26	[image: 富士山研究]	富士山研究	「富士山の“世界遺産登録までの歩み”と“これから”」
入月龍輝
黒田蒼士

　日本人の自然観や日本文化に大きな影響を与えてきた富士山は2013年に「信仰の対象と芸術の源泉」として、世界文化遺産に登録された。

―世界遺産登録までの歩みー

富士山を世界遺産とする動きは1992年からスタートしている。その後も静岡・山梨両県が、衆参議院に富士山を世界遺産として推薦していった。しかし、2003年国の検討会が最終候補地を選定した際、富士山が狭い遺産候補から外れる。そのため、世界文化遺産登録を目指し活動することになる。2007年に文化庁が日本の世界文化遺産　暫定リスト　追加候補遺産に選定する。最終的に2013年第37回世界遺産委員会にて世界遺産登録決定となる。

　このように世界遺産登録までに約20年かかったおり、一筋縄	2022-01-27
	27	[image: 温泉の歴史]	温泉の歴史	別所温泉は1400年続く信州最古の温泉と言われており、歴史で確認できるのは825年(天長2)からで、人々の旅の疲れを癒やす憩いの場として各地に知られるようになったと考えられています。

1547(天文17)    大湯普請
1622(元和8)     大湯・玄斎湯・お茶屋が藩主湯治利用施設となる。
　　　　　　　　(湯治とは温泉宿に長期滞在して病気治療を行うこと)
1881(明治1)     年間宿泊・入浴客が2万2千2百人
1902(明治35)    別所温泉事務所開設。
1933(昭和8)     別所温泉協会創立。
1960(昭和32)    大湯改装工事
2008(平成20)    旧あいそめの湯が3月30日で撤退。
　　　　　　　　新あいそめの湯5月2日より開館営業。
2012(平成24)    足湯大湯薬師の湯完成。

　
そして別所温泉とその周辺には多くの「国宝」「重要文化財」級の文化遺産が残され、文化財の宝庫として全国	2022-01-26
	28	[image: 上塩尻蚕種製造民家群、歴史資料の保全活用に関する課題]	上塩尻蚕種製造民家群、歴史資料の保全活用に関する課題	全国一の蚕種製造地であった塩尻地区（上塩尻、下塩尻、秋和）には蚕種製造民家が数多く残されている。過去に塩尻地区の蚕室民家の実態調査とその活用に向けた検討がなされた経緯があるが、その後、具体的な対策が講じられることなく現在に至っている。とりわけ上塩尻については、蚕種製造民家群の歴史的景観、文化財・産業遺産としての各民家を保全・活用の観点から再調査し、具体的な保全活用に向けた検討を進める対策が必要である。

以上の観点から以下の課題について簡略ながら報告をした。

(1)蚕種製造民家群の保全活用
(2)歴史資料の保全活用
(3)上塩尻歴史文化の次世代への継承	2022-01-18
	29	[image: 信州上田学・地域連携パートナー事業アグロフォレストリープロジェクト活動記録3]	信州上田学・地域連携パートナー事業アグロフォレストリープロジェクト活動記録3	Map作成活動　　
いよいよMap作成活動にとりくむ。地域の魅力を伝えるためにどんなMapが良いか企画を練るうち、温泉センターで昔の観光地図を発見。レトロなカッコよさに感銘を受け、和テイストで斬新な絵地図を作成する方向性に決定!! 
　500年続く雨乞い祭りで夫神岳山頂に祀られる龗(おかみ)の文字や九頭竜大権現をモチーフにすることで、里山の自然に畏敬の念を抱く昔の人の精神性や、現代の日本遺産「龍といきるまち」を表現できるという意見があり、龍を中心にMapを作成することにした。すごく斬新でカッコイイ、他にはないMapができるとワクワク。
　龍が守る里、これを見て、「過疎だから移住してきて」で゜はなく、なんだかカッコイイ奴らが里山にいるみたいだから行ってみよう、と若い世代に発信できるようなMapにしたい!と意気込	2022-01-14
	30	[image: 信州上田学・地域連携パートナー事業アグロフォレストリープロジェクト活動記録2]	信州上田学・地域連携パートナー事業アグロフォレストリープロジェクト活動記録2	信州上田学〜地域連携パートナー事業アグロフォレストリープロジェクトでは、長野大学地域づくり総合センターと(一社)信州上田里山文化推進協会が連携して、古くから自然と調和していきてきた先人の知恵を伝承し、次世代の若者が地域資源を活用して自らの力で未来を開いていくための人づくり、地域づくりを行っています。
　塩田平・別所温泉地区を中心に、上田市は、「レイラインがつなぐ太陽と大地の聖地〜龍と生きるまち」として、日本遺産になっています。学生たちも龗や九頭竜大権現を祀る男神岳、女神岳に抱かれた民話や雨乞い祭り、文化財について学びました。
　　今年の8月、10月には、ボランティアガイドの会など他の地域団体とも共同して、日本遺産に認定された塩田・別所地区の文化財についてレイラインの観点から方位や日	2022-01-05
	31	[image: 富士山研究]	富士山研究	ーなぜその研究テーマを選んだのか
地元なので一緒に調べようと考えた

ー何を探求しアウトプットするか
富士山の歴史

ー具体的にどのような資料を調べるか
世界遺産登録への道のり	2021-12-21
	32	[image: 神川・山本鼎の会の紹介]	神川・山本鼎の会の紹介	神川・山本鼎の会は平成29年2月に発足された会です。会員は95名ほどいます。
「山本鼎の偉業を顕彰し、氏の考えと人間愛を未来へとつなげる、次代を担う青少年が先輩達たちの知恵を学び、自主自立の精神を目覚めさせ、ひろく世界へ羽ばたくことを応援する」という目的で活動しています。
活動内容は「山本鼎とそれを支えた神川人、山本鼎の親族・友人・芸術家を現出する」「活動の起点となった日本農民美術研究所に記念碑を建立し長く未来に語り伝える」「関係上田市マップを作成配布し、人々の関心を再び高め、上田市のまちづくりにつなげてゆく」「自由大学の全容と遺産を上田市から広く発信する」です。	2021-11-22
	33	[image: 小諸蚕糸業の関わりマップ]	小諸蚕糸業の関わりマップ	小諸蚕糸業の関わりマップふるさと遺産群	2021-08-06
	34	[image: 信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から]	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から（講演採録全文）
 講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
▼元の講演はコチラ
https://youtu.be/yS-xdWDMTwE?t=2779

 信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座 第2回
　2016年10月6日／まちなかキャンパスうえだ


【１】蚕糸業って何？　蚕種製造、養蚕、製糸

■そもそも蚕糸業とは？

　今回、この講座は、多くの方に、後からも学習していただけるように、ということで、オンデマンド配信することを想定していますので、全く初めての方がこれを見ると「えっ？　蚕糸業って何？」、そういう基本的な疑問ですね。これを最初の方は誰もわからないわけです。その辺のところも含めてお話をさせていただきたいと思います。
[image: ]	2021-07-15
	35	[image: 富士山文化遺産センター]	富士山文化遺産センター	富士山文化遺産センターという名前の通り、富士山が文化遺産として登録された理由を示す歴史館のような施設。
学生は無料ではいることが出来、訪問時はあいにくの曇りであったが、晴れの際はテラスから富士山を眺めることも出来る。	2021-05-06
	36	[image: 岩国の象徴・錦帯橋]	岩国の象徴・錦帯橋	こちらは山口県岩国市の象徴である「錦帯橋」です。
日本三大名橋のひとつです。
今はただの橋になってしまいましたが、昔は岩国城に敵が攻め込もうとした際に道をふさげるように、板を一本抜くとすべて崩れるようになっていたそうです。	2021-05-05
	37	[image: 姨捨山]	姨捨山	姨捨山には寺社や棚田などがあった。特に棚田は、現在は水を張っていないが、水を張る季節になれば田毎の月を見ることができる。また、自然の美しい場所だった。	2021-05-03
	38	[image: [14/09/11]真田氏歴史館]	[14/09/11]真田氏歴史館	真田氏歴史館が開館したのは1991年ということです。NHKのドラマ『真田太平記』（大河ドラマではありません）が放送されたのが1985年。ドラマで使用された昌幸・信之・幸村の甲冑などが展示されています。

開催中の企画展「大坂冬の陣」を見学しました。戦国武将の中でも人気が高い真田幸村の人気にもかかわらず、幸村所用の甲冑「南蛮銅具足」がそれほど有名でないのはどうしたわけでしょうか。「伝幸村」「幸村所用」とされる遺産はいくつかありますが、この甲冑もその一つです。
　	2021-05-01
	39	[image: 硬玉製大珠]	硬玉製大珠	【作品】
硬玉製大珠

【所在地】
群馬県高崎市

【作品説明】
縄文時代(中期)の前3000～前2000年のものであると考えられている。大きさは長11.3 幅4.1 厚2.7 重量149.5で、表裏側面をていねいに整形した典型的な鰹節形大珠で、上端は丸味をもち、下端は少しとがっている。全体を美しく研磨し、中央断面は楕円形を呈する。表面の色調は緑色と白色が入りまじり、裏面は緑色少なく白色の部分が多い。孔は中央よりやや上に穿孔されている。硬玉製大珠は、縄文時代の中期によくつくられ、北陸を中心に中部地方や関東地方に分布している。具体的用途は

【参考資料】
・文化遺産オンライン：http://bunka.nii.ac.jp/herita%E3%81%86%E3%81%88s/detail/541535/1
・文化遺産データベース：https://bunka.nii.ac.jp/db/heritages/detail/159461	2021-02-09
	40	[image: 内行花文鏡]	内行花文鏡	【作品】
内行花文鏡

【所在地】
群馬県高崎市：蟹沢古墳

【蟹沢古墳】
別名柴崎古墳と呼ばれる円墳である。この古墳からは本遺品以外にも一緒に銅鏡四面、鉄斧二箇、鉄釶一本、刀剣類・土師器残欠九箇が発掘されている。


【作品説明】
内行花文鏡とは後漢代の中国や、弥生時代から古墳時代にかけての銅鏡である。群馬県内ではほかの古墳からも発見されている。

【参考資料】
・文化遺産オンライン：http://bunka.nii.ac.jp/herita%E3%81%86%E3%81%88s/detail/541535/1
・Wikipedia：https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E8%A1%8C%E8%8A%B1%E6%96%87%E9%8F%A1	2021-02-09
	41	[image: 埴輪　盾持人]	埴輪　盾持人	【作品】
埴輪　盾持人

【所在地】
群馬県太田市：若水塚古墳

【若水塚古墳】
他8基の古墳が確認済み。中央部には埋葬施設が残存し、方形の板石を組み合わせた箱式の石棺と判明。棺内からは、互い違いに置かれた男女2体の遺体と、ヒスイの勾玉（まがたま）1個、ガラス製の小玉7個が発見された。棺や玉類からみて、5世紀代に造られたものと思われている。

【作品説明】
3世紀から6世紀、権力者の墓の上やまわりに立て並べられた土製品である埴輪（はにわ）。この埴輪の役割は、古墳を守ること。盾持人は全国で見つかっているが、ほとんどが古墳の中心から離れた縁（ふち）に置かれていたことから、古墳を背に盾を持って立ち、邪悪なものの侵入を防いでいたと考えられる。

【参考資料】
・文化遺産オンライン：http://bunka.nii.ac.jp/herit	2021-02-09
	42	[image: 埴輪　犬]	埴輪　犬	【作品】
埴輪　犬

【所在地】
群馬県伊勢崎市：上武士天神山古墳

【作品説明】
古墳時代、6世紀のもの。土製で高47.1 長52.5 重量7.9kg。犬は縄文時代から狩のパートナーとして人間との長い付き合いがある。古墳時代には人物埴輪の登場と同時期に、狩の対象である猪や鹿の埴輪とともに造形される。首輪をつけ舌を出した姿は、犬の愛くるしさと狩での息遣いを的確に表していると思われる。　　

【参考資料】
・文化遺産オンライン：https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/135427
・東京国立博物館：https://www.tnm.jp/modules/r_collection/index.php?controller=dtl&colid=J20711	2021-02-09
	43	[image: エリスン桑畑]	エリスン桑畑	エリスンの桑畑です。
時期的に実がなってないため絵面は地味です。
エリスンの活動は遊休地を有効に活用できるとともに蚕糸の名残である桑畑を営むことで蚕糸業の派生産業として成り立っている一例と言える。蚕の餌である桑の葉は栄養価が高く、また葉だけでなく実や幹なども同様に商品としての可能性に着目できる。エリスンの経営理念上あまり利益を追い求めてはいないため成り立っているが産業として成り立たせるためには商品の開発が必須となるように感じる。また広大な土地の管理する人手、商品の販売ルートの開拓も必要で課題は山済みである。
　広大な土地を有効活用するとともに蚕都としての遺産と言える桑の栽培を活かせる今後の可能性のある産業である。	2021-02-01
	44	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	国指定重要文化財の常田館製糸場です。
蚕都上田に関連する製糸場の遺産	2021-01-31
	45	[image: 私の地域探求テーマ一覧(情報通信文化論2020)]	私の地域探求テーマ一覧(情報通信文化論2020)	長野大学の講義科目「情報通信文化論2020」（講義担当：前川道博）では、情報通信文化の根幹をなす文化伝承・知識伝承を概念的に学ぶだけではなく、受講生たちに自ら文化伝承・知識伝承による「キュレーション型」の学びを実践してもらいました。地域循環型社会にシフトしつつ現代においては、自ら問いを立て、一次資料に当たったり、地域に赴いて自ら得たデータを新たな一次資料とし、主体的に探求していくことが求められます。その学習プロセスが文化伝承・知識伝承に他なりません。
それらの課題探求テーマと成果を以下のマイサイトからカテゴリ「私の地域探求」を選んで御参照ください。

＜私の地域探求テーマ一覧＞
1 舌喰池の名前の由来(LGTMのサイト)
2 	2021-01-28
	46	[image: 深鉢形土器]	深鉢形土器	【作品】
深鉢形土器

【所在地】
群馬県太田市：下宿古墳

【下宿古墳】
平安時代の遺跡で、この他にも多くの土器や土坑等が重要文化財に指定されており、学術的価値の高い遺跡である。

【作品説明】
重要文化財に指定された理由としては、縄文時代草創期に作られたものだと考えてられており、旧石器時代～縄文時代への移行期の物は大変貴重で重要な資料であるからだ。爪形文土器(人の爪や種々の工具を用いた刺突や押圧、摘み出し加工により施された器面の文様が特徴)と、石鏃や石槍などの石器で構成されているのだが、爪形文土器は、東日本に多く分布する尖底(せんてい)の深鉢形土器なのだが、全形を窺える個体はきわめて少ない。

【参考資料】
・国指定文化財データベース：https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/201/00011757
・文化遺	2021-01-27
	47	[image: 焼町土器]	焼町土器	群馬県渋川市にある道訓前古墳から出土した焼町土器である。

道訓前遺跡は縄文時代中期中葉から後葉にかけての大規模な環状集落である。この遺跡から出土した品々の多くが国の重要文化財に指定され、その数は165点である。

道訓前遺跡から出土した焼町土器を始め多くの土器が重要文化財に指定された理由としては、群馬県西部から長野県東部にかけて比較的限定された地域に見られる独特な文様の「焼町土器」の他にも赤城山麓を中心に分布する個性豊かな「三原田式土器」、それが変容した形である南関東の「加曽利E1式土器」「加曽利E2式」期と様々な形態なものが存在し、それらは新潟県や長野県・南関東、北関東の他地域との文化交流の様子や、赤城山麓独自の地域文化の芽生えを示していると判断されたからである。

【参考資料】
・	2021-01-27
	48	[image: 過去記事まとめリンク＋α]	過去記事まとめリンク＋α	生島足島神社

上田市内のローカルレストラン探訪 #1 ミルキーウェイ

【エモい】夜のローカル鉄道無人駅

【道なき道】くらます山散歩道

上田市内のローカルレストラン探訪 #2 拉麺酒房 熊人

上田市内のローカルレストラン探訪 #3 隠れキッチン

上田駅周辺市街地

上田市内のローカルレストラン探訪 #4 刀屋

	2021-01-14
	49	[image: 菱野温泉郷不動滝]	菱野温泉郷不動滝	「小諸眺望百選１２　菱野温泉郷不動の滝　秋の紅葉と冬の氷柱」として小諸市観光協会（当時、現小諸市観光局）認定された。

菱野温泉薬師館の手前を左側に入っていった道の奥の方にある。夏は滝行が行われ、冬は凍って氷柱が出現する。

大里地区の水田を潤す用水は女堰、荒堰そして深沢水系の３つある。荒堰の上流の水源は水出（小姓水源）と観音沢水源の2つあり、この不動滝は観音沢水源からの水路の途中にある。

　令和2年度第2期分として小諸ふるさと遺産に認定された。	2020-12-25
	50	[image: 群馬県から出土した歴史的遺産]	群馬県から出土した歴史的遺産	〇地域探求テーマ
‐群馬県から出土した歴史的遺産

〇選んだ理由
‐群馬県は国宝・国指定重要文化財に指定されている埴輪の45％を出土していたり、大型古墳数が全国4位を誇る程歴史的遺産が多く出土していたりと県民が誇れるほどの古墳県である。実際私が通っていた小学校の敷地内にも古墳があり、『蛇塚古墳』といいおおよそ6世紀後半の遺跡であった。そこから出土した馬型埴輪は重要文化財に指定されている。そのため群馬から出土した歴史的遺産は他にどう言ったものがあるのか興味を持ったから。

〇探求・アウトプット化内容
‐出土した遺産(文化遺産等に指定されているものを中心に)の種類・そのものの歴史的背景・それから考えられる地理的歴史的特徴
‐出土したモノから歴史を辿る面白さ・個人の地域の歴史的遺産について知る	2020-12-21
	51	[image: 常田館製糸場①]	常田館製糸場①	常田館製糸場の見学をしてきました。蚕糸業が盛んであった上田市の遺産として残された常田館製糸場は、当時の姿をそのまま残した貴重な文化財であることが分かりました。鉄筋繭倉庫にはギャラリーがあり、そこでは様々な展示物も見ることが出来ます。	2020-11-19
	52	[image: 日本遺産]	日本遺産	日本遺産のレイラインだ。前回もこの発表にいれました。今回も商店街を散策しましたが、色んな所にありました。これなら認知度が上がりそうです。	2020-11-18
	53	[image: 【大正の遺産】常田館製糸場 外観]	【大正の遺産】常田館製糸場 外観	上田駅に沿って東に進むとある上田市に残る遺産の1つです。
入ってすぐの事務所を通して、無料で見学可能です。
外観は周りの建物と比較しても明らかに古いもので、ここだけ100年前からほぼ変化していないことが伺えました。
内観は別の記事で投稿しています。	2020-11-17
	54	[image: 観光まちづくり講座第３回「レイラインを活かす地域ブランディングと観光」2020/11/15]	観光まちづくり講座第３回「レイラインを活かす地域ブランディングと観光」2020/11/15	★チラシPDFダウンロードはここをタップorクリック

観光まちづくり講座第３回「レイラインを活かす地域ブランディングと観光」
日時：2020/11/15(日)13:00～16:00
会場：あいそめの湯ホール(長野県上田市別所温泉58)
主催：地域活性化・若者ラボ設立準備会

第１部　講演「聖地研究から見た塩田・別所温泉の魅力」
　講師：内田一成（聖地観光研究所主催、レイラインハンター）
第２部　トーク＆トーク「レイラインを活かす地域ブランディングと観光」
　コーディネーター：長谷川光（東急エージェンシー）
第３部　ディスカッション「日本遺産を活かすには」

会場：あいそめの湯ホール　先着50名
Zoomによるリモート配信　先着100名	2020-11-13
	55	[image: 日本遺産]	日本遺産	レイラインがつなぐ「太陽と大地の聖地」。
最初は気づきませんでしたが、ふとしたときに気づきました。もっと大々的にすれば認知度は広がると思った。	2020-11-04
	56	[image: 上塩尻　蚕種製造民家まちなみウオッチング]	上塩尻　蚕種製造民家まちなみウオッチング	私の所属するJIA（日本建築家協会）長野県クラブと、長野大学前川道博研究室において、上田市上塩尻地区に残る蚕種製造民家や歴史的な街並みの見学会が行われました。全国的にも珍しい民家建築が多く残るこの地の未来に向けた保全や活用方法を考えるきっかけとして、企画されたもので、詳しくはJIA長野県クラブのHPの会員レポートをご覧ください。
https://jia-nagano.com/blog/9487.html	2020-08-07
	57	[image: 上田城跡]	上田城跡	真田幸村の父、真田昌幸によって築城された。
日本百名城二七番・日本夜景遺産に認定されている。
写真は上田城東虎口櫓門である。「真田石」と言われる直径約3メートルの大きな石が石垣に使われている。	2020-07-22
	58	[image: 蚕都上田ストーリー「蚕の卵は世界を救う」]	蚕都上田ストーリー「蚕の卵は世界を救う」	★YouTube「蚕の卵は世界を救う」 25分


2019/10/05「キモノマルシェin上田」で30分、ミニレクチャーをしました。

★YouTube「蚕の卵は世界を救う」ダイジェスト版 5分27秒




「蚕の卵は世界を救う」。これは誇張でもほら吹きでもなく、歴史の真実です。レトリックはありません。

19世紀中葉、蚕が全滅したヨーロッパの絹文化を救ったのは日本産の生糸、というよりも、日本の蚕種です。種が絶滅したわけですから、本当に喉から手が出るほど欲しがったのは生糸では	2020-07-18
	59	[image: 蚕の里サロンの地域景観セミナー2016]	蚕の里サロンの地域景観セミナー2016	上田市小牧にある「蚕の里サロン」で地域景観セミナーに参加した際の記録です。

★シルク文化地域コミュニティー　遊び学び体験、絹の里づくり
2016/11/20(日)　建築家が語る「蚕都うえだ」「地域愛＆歴史景観」

お話されたのはミサワホーム総研の大谷宗之さんです。
いくつかの興味深い視点を提示されました。
・その地域が持っているキャラクターに着目
・なぜ建物がそういうふうに建っているのか
・なぜこんなに密集しているのか
上田の場合、養蚕がポイントになる。寒い時は室内を暖め、暑い時は風通しをよくする。空気が読めないと蚕は育てられない。
大谷さんは英国や南プロバンスの地域景観などを紹介しながら、上田らしい景観と地勢的特色のある事例として、小牧、上塩尻、別所を採り上げていました。非常に平易な解説で私も	2020-07-18
	60	[image: 上塩尻蚕種製造民家群]	上塩尻蚕種製造民家群	全国一の蚕種製造地といっていい上塩尻の蚕種製造民家群。古いまちなみの地区は全国に数多くあっても蚕種製造民家群がこれだけの規模で現存している地区は国内では稀有です。世界一の蚕糸王国であった日本の蚕種製造の中心地として並外れた価値を持つ産業遺産ではないかと思います。これこそ「世界遺産」にふさわしい。

上塩尻蚕種製造民家群はこれまでにも全国的に関心を持たれる節目がありながら、それをステップに次に踏み出しきれなかった経緯があります。

ふり返ってみると小林昌人氏による集落・民家の調査レポートが古い(「蚕業の先駆者を輩出した上田市　上塩尻の集落と民家」『信濃』1990年1号)。同氏による『写真集 民家の風貌』(1994年)にも上塩尻の民家が収録されています。大がかりな調査事業としては上田市による「塩尻地	2020-07-18
	61	[image: 学生と旧常田館製糸場を見学]	学生と旧常田館製糸場を見学	2018/05/10午後、１年生のゼミで「上田まちなか探検」を実施しました。最初の約１時間、常田館製糸場を見学しました。常田館製糸場は製糸工場の産業遺産で、笠原工業が管理しています。重要文化財に指定されています。２年前の2016年、天皇皇后両陛下が視察で訪問されました。

蚕都上田の中でも常田館製糸場は代表的な上田の製糸場です。1900年に創業しています。歴史ある産業遺産であるにもかかわらず、上田の地元住民でも知らない方が多い。

見学当日、笠原工業の笠原会長が１年生１７人に対応をしてくださいました。次世代を担う若い学生たちへの産業文化の伝承というミッションをお感じになってのことと思います。蚕糸業のことを平易に手短に解説をされ、皇后陛下とのお約束だからと、皇室の養蚕に関するビデオを見せていただきまし	2020-07-18
	62	[image: 信大繊維学部、上田蚕糸専門学校の遺産]	信大繊維学部、上田蚕糸専門学校の遺産	2018/05/10、１年生ゼミで上田探検。旧常田館製糸場に続き、信大繊維学部を見学しました。見学というよりもキャンパスを通り抜けたという感じの見学です。旧上田蚕糸専門学校講堂の内部を見学させていただくともっと感じるものはあったかもしれません。とは言え、見学行程全体のバランスを考えると時間がかかる一方なので、内部見学の事前予約はせず「じっくり見るのはまたの機会にしてね」と外観だけ見て内部見学はパス。

本当は感性工学科H棟内にある「疾走するファイバー展」も、赤レンガ造りの資料館（旧貯繭庫）の蚕糸関係の展示も面白いのだけれど。知的好奇心の高い学生たちにパスさせたのはもったいなかった！　時間の兼ね合いを考慮することもやむを得ない選択です。

キャンパスを通り抜けながら、長野大学よりも大学らしいキ	2020-07-18
	63	[image: 上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する]	上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する	2018/08/18、上田市上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する会を開きました。長野大学前川研究室、上塩尻自治会、上塩尻今昔の会の連携で実施したものです。地元上塩尻の方々を中心に、建築や歴史文化の専門の方などが加わり20名ほどが参加しました。

幕末から近代にかけて日本の産業を牽引した蚕糸業の中でも、長野県は蚕糸王国と呼ばれるほどに近代日本の殖産興業に貢献をしました。その中で上田小県は蚕都上田と呼ばれ、その中心地の一つでした。とりわけ上塩尻を中心とした塩尻地区は蚕種製造の一大中心地となり、江戸時代から幾人もの優れた蚕種製造家を輩出した他、各家が蚕種製造業を営んでいました。その当時の蚕種製造民家は現在もなお数多く残り、「蚕種製造民家群」という全国的にも稀有な歴史的景観地区となっています。

	2020-07-18
	64	[image: 生島足島神社　山宮社]	生島足島神社　山宮社	東山の麓から、10分ほどなだらかな山道を登っていくと、密やかに生島足島神社の山宮社があります。

ここは、生島足島神ではなく諏訪大社の神様を祀ってあるらしく、山中に山宮社を置くことで、里にある生島足島神社との間に、山と里でエネルギー循環が起きることを意図したようです。

神道では、万物に神々の意識が宿るとする「八百万の神」の思想を大切にしていますが、昔の人は、自然に対して畏敬の念を抱き、山に神聖なものを見出していたのですね。

この山宮社は、先日、日本遺産に認定されたレイライン(生島足島神社〜信濃国分寺へと続く光の筋)の中心に位置します。

皆さん、ぜひ、行かれてみてください！	2020-06-29
	65	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	常田館製糸場は1900年(明治33年)から約120年間操業しましたそして、明治日本の産業遺産として現存する建築物の歴史的価値が評価され、現在は国の重要文化財に指定されています。
。そして、常田館製糸場のほかにも上田市には糸に関連した町や遺産があることが分かった。	2020-06-23
	66	[image: 静岡県富士山世界遺産センター]	静岡県富士山世界遺産センター	静岡県富士山世界遺産センターは、静岡県富士宮市にある博物館。世界遺産に登録された富士山の保護・保存・整備のための拠点施設である。建物の前に水が張ってあり晴れていると建物がその水に反射してきれいに写る。逆さ富士をイメージしている。	2020-06-07
	67	[image: 市街地の片隅に遺るもの（上田交通真田傍陽線の橋脚跡）]	市街地の片隅に遺るもの（上田交通真田傍陽線の橋脚跡）	上田市の中心部にほど近い、川沿いの遊歩道。
歩いていると突然、まっすぐ続く護岸の中に他とは違って出っ張った、左右対称のコンクリートの柱が現れた。

これは、今から約90年前に開業し約50年前に廃止された、上田交通の真田傍陽線の橋の跡である。
このコンクリートの上部のくぼんだ部分に鉄骨でできた橋げたが乗せられ、その上を毎日電車が走り抜けたのであった。

こういった遺構は、多くの場合には再開発の際に取り壊されてしまったりするものであるが、ここでは遊歩道の一部として再整備されている。
片方の柱は柵が取り付けられて遊歩道の一部に、もう片方は民家の敷地となっている。

このようなものが、市街地のしかも中央郵便局のすぐ近くというような発展した場所に残っているというのは、
全国的に見てもかなり珍しい	2020-06-02
	68	[image: 砥石城址の「水の手」発掘調査]	砥石城址の「水の手」発掘調査	武田信玄が村上義清との合戦に敗北した1550年の「砥石崩れ」！！
村上軍の水の供給を支えたのがこの「水の手」であろうと思われます！
水の手が猪のヌタバ（泥浴び場）になって久しくなります。貴重な遺産を清く後世に繋ぎたい私たち砥石伊の会の思いが教育委員会に通じ、６月、水の手の発掘調査が行われることになりました。
発掘調査により何が見えてくるか、今からワクワクします！	2020-05-30
	69	[image: 上田城]	上田城	日本百名城 二十七番・日本夜景遺産に認定されている。
桜の時期は花見に最適で夜景も綺麗。イベントも行われていて楽しい。	2020-05-27
	70	[image: 長野県　善光寺]	長野県　善光寺	長野県の中でも歴史のある観光名所の善光寺。

善光寺は無宗派の単立仏教寺院。
本尊の一光三尊阿弥陀如来は日本最古のものとして知られている。
長野県に住んでいるものとしては一度は行くべきところである。	2020-05-26
	71	[image: 大屋駅]	大屋駅	大屋駅は昔、生糸を運ぶ駅として利用されていました。
日本の産業近代化に貢献した産業遺産としての価値を持っていると評価されました。
その結果、経済産業省の近代化産業遺産に認定されました。
日本初の請願駅として駅前に石の碑文が設置されています。
当駅は歴史のある駅なので昔ながらの雰囲気を感じることができます。	2020-05-25
	72	[image: 蚕都上田まちあるき2008]	蚕都上田まちあるき2008	

企画・制作：蚕都上田プロジェクト
2008/10/25の記録

竹内秀夫さん（都市・建築工房、建築設計）
斎藤功さん（長野大学環境ツーリズム学部教授、地理学）
新津新生さん（上田小県近現代史研究会）
小野寺芙美子さん（梅花幼稚園園長）
三田育雄さん（長野大学地域連携センター長）＝まちあるきの企画者

＜まちあるき探訪先リスト＞
リンクを選ぶとその部分を頭出し再生できます。
1. 上田駅前に集合
2. 往時の駅前の状況
3. 曳家した繭倉　木造４階建(笠原工業)
4. 	2020-05-24
	73	[image: 天満宮]	天満宮	1771年（明和8年）の創建と伝えられ、舟形の地形が特徴です。古い絵馬や俳句の額が掲げられています。明治6年に村社になり、かつては春秋の例祭には村人の踊り、大々神楽、相撲等が奉納されました。敷地内には、福島安正書の「菅公一千年記念碑」もあります。
出典：『上田 しおじり』／塩尻地区近代化遺産活用ガイドブック編集委員会／ 発行 上田市教育委員会 2003年3月

学問の神様とも呼ばれている菅原道真を祭神とする神社の一つであり、正月にはここで年を越す方もいます。昭和時代からありながらきれいなまま現存しているのが面白い。	2020-05-21
	74	[image: 水天宮]	水天宮	下塩尻字日月地籍に舟人の守護神、水の神、安産の神として水天宮が祀られています。千曲川水系では比較的大きな社殿と言われ、毎年9月には神主が来場して区民が例祭を行っています。
出典：『上田 しおじり』／塩尻地区近代化遺産活用ガイドブック編集委員会／ 発行 上田市教育委員会 2003年3月

少子化という地域課題がある中でこういった神様が祀られていることにより地域の方々に安心と安寧を与えているという歴史的な効果が素晴らしく、興味を持たせてくれる。	2020-05-21
	75	[image: 上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する]	上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する	2018/08/18、上田市上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する会を開きました。長野大学前川研究室、上塩尻自治会、上塩尻今昔の会の連携で実施したものです。地元上塩尻の方々を中心に、建築や歴史文化の専門の方などが加わり20名ほどが参加しました。暑いとは言え、連日の猛暑からは解放されたように秋めいた爽やかさが感じられる一日となりました。

全国的にも稀有な蚕種製造民家群

幕末から近代にかけて日本の産業を牽引した蚕糸業の中でも、長野県は蚕糸王国と呼ばれるほどに近代日本の殖産興業に貢献をしました。その中で上田小県は蚕都上田と呼ばれ、その中心地の一つでした。とりわけ上塩尻を中心とした塩尻地区は蚕種製造の一大中心地となり、江戸時代から幾人もの優れた蚕種製造家を輩出した他、各家が蚕種製造業を営んで	2020-05-10
	76	[image: 琵琶湖疎水]	琵琶湖疎水	琵琶湖疎水。ライトアップされていて実に綺麗でした。	2020-05-08
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